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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月26日(2014.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）アニオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤もしくは両性界面活性剤、カチオ
ン性界面活性剤、または非イオン性界面活性剤、およびこれらの組合せから選択される少
なくとも１種の界面活性剤と、
ｉｉ）
ａ）１０重量％～８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種または複
数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）９０重量％～１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または分岐
状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５ヒド
ロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一不飽
和モノマー成分；
ｃ）０．０１重量％～５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多価不
飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマーが、
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少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能性ア
クリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エチレ
ン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択され
る架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）１重量％～３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種の他
のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される架橋アクリルコポリマーと
を含む、界面活性剤組成物。
【請求項２】
　ｉ）アニオン性界面活性剤および双性イオン性界面活性剤もしくは両性界面活性剤、な
らびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の界面活性剤と、
ｉｉ）
ａ）１０重量％～８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種または複
数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）９０重量％～１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または分岐
状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５ヒド
ロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一不飽
和モノマー成分；
ｃ）０．０１重量％～５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多価不
飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマーが、
少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能性ア
クリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エチレ
ン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択され
る架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）１重量％～３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種の他
のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される架橋アクリルコポリマーと、
ｉｉｉ）水と、
ｉｖ）中和剤と
を含む、パーソナルケアクレンジング組成物。
【請求項３】
　ｉ）少なくとも１種の脂肪酸塩と、
ｉｉ）
ａ）１０重量％～８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種または複
数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）９０重量％～１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または分岐
状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５ヒド
ロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一不飽
和モノマー成分；
ｃ）０．０１重量％～５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多価不
飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマーが、
少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能性ア
クリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エチレ
ン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択され
る架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）１重量％～３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種の他
のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
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を含むモノマー組成物から重合される少なくとも１種の架橋アクリルコポリマーと、任意
選択で
ｉｉｉ）アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、およびこれら
の混合物から選択される界面活性剤と
を含む、パーソナルケアクレンジング組成物。
【請求項４】
　前記第１の架橋用モノマーが、（メタ）アクリル酸と２～１２個の炭素原子を有する線
状および分岐状ポリオールとのエステル化生成物から選択される、請求項１、２、または
３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ポリオールが、アルキレングリコール、ポリアルキレングリコール、トリメチロー
ルエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリエチロール
プロパンおよびその二量体、テトラメチロールメタン（ペンタエリトリトール）、ジペン
タエリトリトール、ならびにこれらの混合物から選択される、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記エステル化生成物が、１分子当たり２～６個の不飽和エステル基を含有する、請求
項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記第２の架橋用モノマーが、アリルアルコールと２～１２個の炭素原子を有する線状
および分岐状ポリオールとのエーテル化生成物から選択される、請求項１、２、または３
に記載の組成物。
【請求項８】
　前記ポリオールが、スクロース、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、ト
リメチロールエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリ
エチロールプロパンおよびその二量体、ならびにこれらの混合物から選択される、請求項
７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記エーテル化生成物が、１分子当たり２～８個のアリル基を含有する、請求項８に記
載の組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２

（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または
分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、請求項１、２、または３に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記第１の架橋用モノマーと前記第２の架橋用モノマーとの重量比が、１：１００～１
００：１の範囲である、請求項１および４から１０のいずれかに記載の組成物。
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【請求項１２】
　前記第１の架橋用モノマーが、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、１，３－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ブチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペン
チルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレー
ト、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メ
タ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタンテトラ（メタ）アクリ
レート（ペンタエリトリトールテトラ（メタ）アクリレート）、ジペンタエリトリトール
ヘキサ（メタ）アクリレート、およびこれらの混合物から選択される、請求項１および４
から１１のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
　前記第２の架橋用モノマーが、１分子当たり２～８個のアリル基を有するスクロースの
ポリアリルエーテル、ペンタエリトリトールジアリルエーテル、ペンタエリトリトールト
リアリルエーテル、およびペンタエリトリトールテトラアリルエーテル、トリメチロール
プロパンジアリルエーテル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ならびにこれ
らの混合物から選択される、請求項１および４から１２のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー調節
剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、セルフタンニング剤、サンスクリーン、皮膚美
白剤、抗加齢化合物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、抗
炎症性化合物、鎮痛剤、制汗剤、脱臭剤、微粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸
化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤、ヒドロトロープ、可溶化剤、抗菌剤、抗真
菌剤、キレート剤、緩衝剤、植物性薬品、毛髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性
成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリーチ剤、顔料、う食予防剤、抗歯石剤、抗プラ
ーク剤、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成分と
、
水と
をさらに含む、請求項１および４から１３のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　少なくとも１種のアルカリ度調整剤、少なくとも１種の酸性度調整剤、およびこれらの
組合せから選択されるｐＨ調整剤をさらに含む、請求項１から１４のいずれかに記載の組
成物。
【請求項１６】
　毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー調節
剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、セルフタンニング剤、サンスクリーン、皮膚美
白剤、抗加齢化合物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、抗
炎症性化合物、鎮痛剤、制汗剤、脱臭剤、微粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸
化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤、ヒドロトロープ、可溶化剤、抗菌剤、抗真
菌剤、キレート剤、緩衝剤、植物性薬品、毛髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性
成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリーチ剤、顔料、う食予防剤、抗歯石剤、抗プラ
ーク剤、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成分を
さらに含む、請求項２および４から９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　少なくとも１種のアルカリ度調整剤、少なくとも１種の酸性度調整剤、およびこれらの
組合せから選択されるｐＨ調整剤をさらに含む、請求項２、４から９および１６のいずれ
かに記載の組成物。
【請求項１８】
　カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、およびこれらの混合物から選択される
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界面活性剤をさらに含む、請求項２、４から９、１６および１７のいずれかに記載の組成
物。
【請求項１９】
　前記脂肪酸塩が、Ｃ８～Ｃ２２脂肪酸のアルカリ金属塩および／またはエタノールアミ
ン塩から選択される、請求項３および４から９のいずれかに記載の組成物。
【請求項２０】
　Ｄ）毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー
調節剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、サンスクリーン、皮膚美白剤、抗加齢化合
物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、制汗剤、脱臭剤、微
粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤
、ヒドロトロープ、可溶化剤、キレート剤、抗菌剤、抗真菌剤、緩衝剤、植物性薬品、毛
髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリー
チ剤、顔料、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成
分をさらに含む、請求項３、４から９および１９のいずれかに記載の組成物。
【請求項２１】
　ｐＨが７～１２の範囲である、請求項３、４から９、１８および１９のいずれかに記載
の組成物。
【請求項２２】
　架橋アクリルコポリマーを含む、水性界面活性剤を含有する組成物を増粘させる方法で
あって、前記水性組成物に、酸性材料、アルカリ性材料、およびこれらの混合物から選択
されるｐＨ調整剤を加えることを含み、前記架橋アクリルコポリマーが、
ａ）１０重量％～８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種または複
数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）９０重量％～１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または分岐
状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５ヒド
ロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一不飽
和モノマー成分；
ｃ）０．０１重量％～５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多価不
飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマーが、
少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能性ア
クリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エチレ
ン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択され
る架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）１重量％～３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種の他
のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される、方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
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ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２

（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または
分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、
カチオン性界面活性剤、およびこれらの混合物から選択されるか、または
　前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、およびこれらの混合物か
ら選択されるか、または、
　前記界面活性剤が、少なくとも１種のアニオン性界面活性剤および少なくとも１種の両
性界面活性剤から選択される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　アルカリ性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられるか、または
　酸性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられるか、または
　アルカリ性ｐＨ調整剤および酸性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられる、
請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　アルカリ性ｐＨ調整剤および酸性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられ、前記酸性ｐＨ
調整剤が加えられる前に、前記アルカリ性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられる、請求
項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　前記組成物のｐＨが、前記アルカリ性ｐＨ調整剤で、前記組成物の最初のｐＨより０．
５～２のｐＨ単位超に調整され、続いて前記酸性ｐＨ調整剤を十分な量で加えることによ
って前記組成物のアルカリ性に調整されたｐＨを低下させ、３．５～５．５の範囲の最終
ｐＨ値を得、好ましくは、前記組成物の前記最初のｐＨが、少なくとも５．０である、請
求項２６に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本明細書において使用する場合、「（メタ）アクリル」酸という用語は、アクリル酸お
よびメタクリル酸の両方を含むことを意図する。同様に、「（メタ）アクリル酸アルキル
」という用語は、本明細書において使用する場合、アクリル酸アルキルおよびメタクリル
酸アルキルを含むことを意味する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　ｉ）アニオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤もしくは両性界面活性剤、カチオ
ン性界面活性剤、または非イオン性界面活性剤、およびこれらの組合せから選択される少
なくとも１種の界面活性剤と、
ｉｉ）
ａ）約１０重量％～約８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種また
は複数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）約９０重量％～約１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または
分岐状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５

ヒドロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一
不飽和モノマー成分；
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ｃ）約０．０１重量％～約５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多
価不飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマー
が、少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能
性アクリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エ
チレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択
される架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）約１重量％～約３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種
の他のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される架橋アクリルコポリマーと
を含む、界面活性剤組成物。
（項目２）
　前記第１の架橋用モノマーが、（メタ）アクリル酸と２～１２個の炭素原子を有する線
状および分岐状ポリオールとのエステル化生成物から選択される、項目１に記載の界面活
性剤組成物。
（項目３）
　前記ポリオールが、アルキレングリコール、ポリアルキレングリコール、トリメチロー
ルエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリエチロール
プロパンおよびその二量体、テトラメチロールメタン（ペンタエリトリトール）、ジペン
タエリトリトール、ならびにこれらの混合物から選択される、項目２に記載の界面活性剤
組成物。
（項目４）
　前記エステル化生成物が、１分子当たり２～６個の不飽和エステル基を含有する、項目
３に記載の界面活性剤組成物。
（項目５）
　前記第２の架橋用モノマーが、アリルアルコールと２～１２個の炭素原子を有する線状
および分岐状ポリオールとのエーテル化生成物から選択される、項目１に記載の界面活性
剤組成物。
（項目６）
　前記ポリオールが、スクロース、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、ト
リメチロールエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリ
エチロールプロパンおよびその二量体、ならびにこれらの混合物から選択される、項目５
に記載の界面活性剤組成物。
（項目７）
　前記エーテル化生成物が、１分子当たり２～８個のアリル基を含有する、項目６に記載
の界面活性剤組成物。
（項目８）
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２
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（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または
分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、項目１に記載の界面活性剤組成物。
（項目９）
　前記第１の架橋用モノマーと前記第２の架橋用モノマーとの重量比が、約１：１００～
約１００：１の範囲である、項目１から８のいずれかに記載の界面活性剤組成物。
（項目１０）
　前記第１の架橋用モノマーが、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、１，３－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ブチレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペン
チルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレー
ト、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メ
タ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタンテトラ（メタ）アクリ
レート（ペンタエリトリトールテトラ（メタ）アクリレート）、ジペンタエリトリトール
ヘキサ（メタ）アクリレート、およびこれらの混合物から選択される、項目１から９のい
ずれかに記載の界面活性剤組成物。
（項目１１）
　前記第２の架橋用モノマーが、１分子当たり２～８個のアリル基を有するスクロースの
ポリアリルエーテル、ペンタエリトリトールジアリルエーテル、ペンタエリトリトールト
リアリルエーテル、およびペンタエリトリトールテトラアリルエーテル、トリメチロール
プロパンジアリルエーテル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ならびにこれ
らの混合物から選択される、項目１から１０のいずれかに記載の界面活性剤組成物。
（項目１２）
　毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー調節
剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、セルフタンニング剤、サンスクリーン、皮膚美
白剤、抗加齢化合物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、抗
炎症性化合物、鎮痛剤、制汗剤、脱臭剤、微粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸
化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤、ヒドロトロープ、可溶化剤、抗菌剤、抗真
菌剤、キレート剤、緩衝剤、植物性薬品、毛髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性
成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリーチ剤、顔料、う食予防剤、抗歯石剤、抗プラ
ーク剤、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成分と
、
水と
をさらに含む、項目１から１１のいずれかに記載の界面活性剤組成物。
（項目１３）
　少なくとも１種のアルカリ度調整剤、少なくとも１種の酸性度調整剤、およびこれらの
組合せから選択されるｐＨ調整剤をさらに含む、項目１から１２のいずれかに記載の界面
活性剤組成物。
（項目１４）
　前記ｐＨ調整剤が、少なくとも１種のアルカリ度調整剤から選択される、項目１３に記
載の界面活性剤組成物。
（項目１５）
　前記ｐＨ調整剤が、少なくとも１種の酸性度調整剤から選択される、項目１３に記載の
界面活性剤組成物。
（項目１６）
　ｉ）アニオン性界面活性剤および双性イオン性界面活性剤もしくは両性界面活性剤、な
らびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の界面活性剤と、
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ｉｉ）
ａ）約１０重量％～約８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種また
は複数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）約９０重量％～約１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または
分岐状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５

ヒドロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一
不飽和モノマー成分；
ｃ）約０．０１重量％～約５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多
価不飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマー
が、少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能
性アクリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エ
チレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択
される架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）約１重量％～約３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種
の他のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される架橋アクリルコポリマーと、
ｉｉｉ）水と、
ｉｖ）中和剤と
を含む、パーソナルケアクレンジング組成物。
（項目１７）
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２

（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または
分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、項目１６に記載の組成物。
（項目１８）
　前記第１の架橋用モノマーが、（メタ）アクリル酸と２～１２個の炭素原子を有する線
状および分岐状ポリオールとのエステル化生成物から選択される、項目１６または１７に
記載の組成物。
（項目１９）
　前記ポリオールが、アルキレングリコール、ポリアルキレングリコール、トリメチロー
ルエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリエチロール
プロパンおよびその二量体、テトラメチロールメタン（ペンタエリトリトール）、ジペン
タエリトリトール、ならびにこれらの混合物から選択される、項目１８に記載の組成物。
（項目２０）
　前記エステル化生成物が、１分子当たり２～６個の不飽和エステル基を含有する、項目
１８に記載の組成物。
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（項目２１）
　前記第２の架橋用モノマーが、アリルアルコールと２～１２個の炭素原子を有する線状
および分岐状ポリオールとのエーテル化生成物から選択される、項目１６または１７に記
載の組成物。
（項目２２）
　前記ポリオールが、スクロース、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、ト
リメチロールエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリ
エチロールプロパンおよびその二量体、ならびにこれらの混合物から選択される、項目１
８に記載の組成物。
（項目２３）
　前記エーテル化生成物が、１分子当たり２～８個のアリル基を含有する、項目２２に記
載の組成物。
（項目２４）
　毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー調節
剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、セルフタンニング剤、サンスクリーン、皮膚美
白剤、抗加齢化合物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、抗
炎症性化合物、鎮痛剤、制汗剤、脱臭剤、微粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸
化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤、ヒドロトロープ、可溶化剤、抗菌剤、抗真
菌剤、キレート剤、緩衝剤、植物性薬品、毛髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性
成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリーチ剤、顔料、う食予防剤、抗歯石剤、抗プラ
ーク剤、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成分を
さらに含む、項目１６から２３のいずれかに記載の組成物。
（項目２５）
　少なくとも１種のアルカリ度調整剤、少なくとも１種の酸性度調整剤、およびこれらの
組合せから選択されるｐＨ調整剤をさらに含む、項目１６から２４のいずれかに記載の組
成物。
（項目２６）
　前記ｐＨ調整剤が、少なくとも１種のアルカリ度調整剤から選択される、項目２５に記
載の組成物。
（項目２７）
　前記ｐＨ調整剤が、少なくとも１種の酸性度調整剤から選択される、項目２５に記載の
組成物。
（項目２８）
　カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、およびこれらの混合物から選択される
界面活性剤をさらに含む、項目１６から２５のいずれかに記載の組成物。
（項目２９）
　ｉ）少なくとも１種の脂肪酸塩と、
ｉｉ）
ａ）約１０重量％～約８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種また
は複数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）約９０重量％～約１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または
分岐状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５

ヒドロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一
不飽和モノマー成分；
ｃ）約０．０１重量％～約５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多
価不飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマー
が、少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能
性アクリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エ
チレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択
される架橋用成分；ならびに任意選択で
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ｄ）約１重量％～約３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種
の他のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される少なくとも１種の架橋アクリルコポリマーと、任意
選択で
ｉｉｉ）アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、およびこれら
の混合物から選択される界面活性剤と
を含む、パーソナルケアクレンジング組成物。
（項目３０）
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２

（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または
分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、項目２９に記載の組成物。
（項目３１）
　前記第１の架橋用モノマーが、（メタ）アクリル酸と２～１２個の炭素原子を有する線
状および分岐状ポリオールとのエステル化生成物から選択される、項目２９または３０に
記載の組成物。
（項目３２）
　前記ポリオールが、アルキレングリコール、ポリアルキレングリコール、トリメチロー
ルエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリエチロール
プロパンおよびその二量体、テトラメチロールメタン（ペンタエリトリトール）、ジペン
タエリトリトール、ならびにこれらの混合物から選択される、項目３１に記載の組成物。
（項目３３）
　前記エステル化生成物が、１分子当たり２～６個の不飽和エステル基を含有する、項目
３２に記載の組成物。
（項目３４）
　前記第２の架橋用モノマーが、アリルアルコールと２～１２個の炭素原子を有する線状
および分岐状ポリオールとのエーテル化生成物から選択される、項目２９または３０に記
載の組成物。
（項目３５）
　前記ポリオールが、スクロース、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、ト
リメチロールエタンおよびその二量体、トリメチロールプロパンおよびその二量体、トリ
エチロールプロパンおよびその二量体、ならびにこれらの混合物から選択される、項目３
１に記載の組成物。
（項目３６）
　前記エーテル化生成物が、１分子当たり２～８個のアリル基を含有する、項目３５に記
載の組成物。
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（項目３７）
　前記脂肪酸塩が、Ｃ８～Ｃ２２脂肪酸のアルカリ金属塩および／またはエタノールアミ
ン塩から選択される、項目２９から３６のいずれかに記載の組成物。
（項目３８）
　Ｄ）毛髪および皮膚コンディショニング剤、エモリエント剤、乳化剤、補助レオロジー
調節剤、粘度増加剤、ビタミン、発毛促進剤、サンスクリーン、皮膚美白剤、抗加齢化合
物、抗しわ化合物、抗セルライト化合物、抗ざ瘡化合物、抗フケ剤、制汗剤、脱臭剤、微
粒子、研磨剤、モイスチャーライザー、抗酸化剤、角質溶解剤、帯電防止剤、気泡増強剤
、ヒドロトロープ、可溶化剤、キレート剤、抗菌剤、抗真菌剤、緩衝剤、植物性薬品、毛
髪着色剤、酸化剤、還元剤、噴射剤、不溶性成分、熱変色色素、毛髪および皮膚のブリー
チ剤、顔料、溶剤、保存剤；ならびにこれらの組合せから選択される少なくとも１種の成
分をさらに含む、項目２９から３７のいずれかに記載の組成物。
（項目３９）
　ｐＨが約７～約１２の範囲である、項目２９から３８のいずれかに記載の組成物。
（項目４０）
　架橋アクリルコポリマーを含む、水性界面活性剤を含有する組成物を増粘させる方法で
あって、前記水性組成物に、酸性材料、アルカリ性材料、およびこれらの混合物から選択
されるｐＨ調整剤を加えることを含み、前記架橋アクリルコポリマーが、
ａ）約１０重量％～約８０重量％の、少なくとも１個のカルボン酸基を含有する１種また
は複数種のエチレン性一不飽和モノマーから選択される第１のモノマー成分；
ｂ）約９０重量％～約１５重量％の、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の線状または
分岐状Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のＣ１～Ｃ５

ヒドロキシアルキルエステル、およびこれらの混合物から選択される第２のエチレン性一
不飽和モノマー成分；
ｃ）約０．０１重量％～約５重量％の、第１の多価不飽和架橋用モノマーおよび第２の多
価不飽和架橋用モノマーから選択される架橋用成分であって、前記第１の架橋用モノマー
が、少なくとも２個の重合性エチレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種の多官能
性アクリレートから選択され、前記第２の架橋用モノマーが、少なくとも２個の重合性エ
チレン性不飽和二重結合を有する少なくとも１種のポリアルケニルポリエーテルから選択
される架橋用成分；ならびに任意選択で
ｄ）約１重量％～約３５重量％の、モノマー成分ａ）およびｂ）と異なる少なくとも１種
の他のエチレン性一不飽和モノマー成分
（全てのモノマーの重量パーセントは、総モノマー組成物の重量に基づいている）
を含むモノマー組成物から重合される、方法。
（項目４１）
　前記少なくとも１種の他のエチレン性一不飽和モノマー成分が、式
ｄ１）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲ１

（式中、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ１は、Ｃ６～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～
Ｃ１０ヒドロキシアルキル、－（ＣＨ２）２ＯＣＨ２ＣＨ３、および－（ＣＨ２）２Ｃ（
Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ２）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｘ
（式中、Ｒは、水素またはメチルであり、Ｘは、－Ｃ６Ｈ５、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、－ＮＣ４Ｈ６Ｏ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２、－Ｃ（
Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２（ＣＨ２）４ＣＨ３、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ

２Ｓ（Ｏ）（Ｏ）ＯＨから選択される）；
ｄ３）ＣＨ２＝ＣＨＯＣ（Ｏ）Ｒ１

（式中、Ｒ１は、線状または分岐状Ｃ１～Ｃ１８アルキルである）；ならびに
ｄ４）ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＡＯＲ２

（式中、Ａは、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－および－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＯＨ）－から
選択される二価の基であり、Ｒは、水素またはメチルから選択され、Ｒ２は、線状または



(13) JP 2014-500853 A5 2014.11.13

分岐状の、飽和または不飽和のＣ１０～Ｃ２２脂肪酸のアシル残基である）
によって表されるモノマーから選択される、項目４０に記載の方法。
（項目４２）
　前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、
カチオン性界面活性剤、およびこれらの混合物から選択される、項目４１に記載の方法。
（項目４３）
　前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、およびこれらの混合物か
ら選択される、項目４２に記載の方法。
（項目４４）
　前記界面活性剤が、少なくとも１種のアニオン性界面活性剤および少なくとも１種の両
性界面活性剤から選択される、項目４３に記載の方法。
（項目４５）
　アルカリ性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられる、項目４２、４３、または４４に記
載の方法。
（項目４６）
　酸性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられる、項目４２、４３、または４４に記載の方
法。
（項目４７）
　アルカリ性ｐＨ調整剤および酸性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加えられる、項目４６に
記載の方法。
（項目４８）
　前記酸性ｐＨ調整剤が加えられる前に、前記アルカリ性ｐＨ調整剤が、前記組成物に加
えられる、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　前記組成物のｐＨが、前記アルカリ性ｐＨ調整剤で、前記組成物の最初のｐＨより約０
．５～約２のｐＨ単位超に調整され、続いて前記酸性ｐＨ調整剤を十分な量で加えること
によって前記組成物のアルカリ性に調整されたｐＨを低下させ、約３．５～約５．５の範
囲の最終ｐＨ値を得る、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
　前記組成物の前記最初のｐＨが、少なくとも約５．０である、項目４９に記載の方法。
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